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1.　緒　　　　言

近年，自動車子停ルミニウム圧延品は，厚いものは鉄道車両や航空機な
どの構則機の設計・製作を

行っており，国内外に多数の納入実績をもつ．非鉄材料用圧延機は，生産される材料の品種やサイズが多岐にわた
り，鉄鋼用圧延機にはない特長も備える．工業材料の多様化に伴い，今後も非鉄材料向け圧延機の需要はますます
拡大するものと予想される．本稿では，IHI メタルテック株式会社のアルミニウムおよび伸銅板用圧延機のライン

ナップを紹介するとともに，その技術的特長について解説する．

As well as steel mills, IHI also su
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3 種類に大別される．通常，圧延は上下一対の作業ロール
の間に荷重を加えながら材料を通すことによって行われ
る．圧延には高荷重が付与され，作業ロールがたわんで変
形することによって，圧延される板の形状も乱れる．この
ため，作業ロールのたわみを抑制するための控ロールが上
下各作業ロールに対し，1 本ないし複数本配置される．

2. 1　熱間圧延機

第 2 図にアルミニウム熱間圧延機の構成例を示す．生
産量に応じて，圧延機の構成が変わってくる．多品種少量
生産にはシングルスタンド圧延機（第 3 図 - ( a )），大量
生産にはタンデムスタンド圧延機 （ - ( b )）となる．最近
では，初期投資を抑え，シングル型で操業を開始し，需要
の増加とともに圧延機を増設し，タンデムスタンド圧延機

へ移行するケースが目立ってきている．IHIMT では，豊
富な経験を生かし，このような改造・増設への対応も行っ
ている．
アルミニで





47IHI 技報　Vol.52  No.2 ( 2012 )

一方，作業ロールベンディングによる形状制御は，板幅
中央部への効きが十分でない場合があり，これを補う目的
で，控ロールに VC ロール ( 3 ) などの可変クラウンロール
を併用することもある．IHIMT では，このベンディング
機構に，後述する作業ロールのゾーンクーラント制御と板
の形状検出ロールを追加することで，自動ベ自ヌ検…のヤ憐も








